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　つ き　た ん さ き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す が お

月探査機”かぐや”が見た月の素顔 

2009年3月 



月探査機“かぐや” 

大きさ： 2.1x2.1x4.8m 
(マイクロバス程度) 
重さ：約３トン 

たけとり物語 
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“かぐや”の目的 
１．月の科学：月の起源と進化の解明（主目的）	
	

	

２．将来の月面上の活動や月利用のための調査	

３．将来の月探査・開発のための技術の習得	
	

４．宇宙開発・宇宙科学の社会へのアピール	
ハイビジョンカメラによる「地球の出」等の動画像
取得	

	

双子集積説	 分裂説	 捕獲説	 巨大衝突説	
原始地球に火星くらいの
大きな天体が衝突？	

月利用のための探査技術	

宇宙への興味と感動	

原始地球 

大衝突 

月面着陸 

地球の出 

？	
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主な搭載機器と配置	

高精細映像取得システム	

ガンマ線分光計	

蛍光X線分光計	

粒子線計測器	

地形カメラ	
ﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞｲﾒｰｼﾞｬ	

リレー衛星	

ハイゲインアンテナ	

プラズマイメージャ	
プラズマ観測器	

スタートラッカ	

太陽電池パドル	

VRAD衛星	
プラズマ観測器	

500Nスラスタ	

オムニアンテナ	

放熱面	
1Nスラスタ	

バス機器	ミッション機器	

レーザ高度計	

月面方向	

スペクトルプロファイラ	

14搭載機器による18項目の観測	



“かぐや”の開発と打ち上げ	

試験の様子 

試験中のかぐや 

かぐやの打ち上げ 打ち上げ前の組み立て 
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打ち上げ	

軌道投入	

失敗ケ−ス 
最も緊張した２０分：月軌道投入 

9月14日 

１０月５日 

１０月1９日 



HDTVで撮影した月面と満地球の出 	

月面飛行	 地球の出	
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地形カメラ（ステレオカメラ） 

観測点 

from south to north 

from east to west 

アポロ15号着陸地点付近のリアルな立体画像 

搭載機器 

アポロの写真 

チコクレータ 



分光法による月面の鉱物組成探査 
分光カメラ（MI） 4km HighLow

C JAXA/SELENE 

疑似カラー表示：クレータからの放出物を鮮
明にとらえられた。	

観測点、オリエンタル盆地の	
南西約1000kmの場所	

カラー比（750nm/1000nm）表示：クレータからの
放出物の層構造がとらえられた。	

クレータ内部と外部の分光特性が大きく異なっている。クレータ内部は新しい表面物質、ク
レータ外は古い表面物質であると判断できる。	

分光器（SP） 

分光カメラ（MI）による観測 

分光器（SP）による観測 

観測線	



電波による地下構造探査 

キルヒクレーター 

    

    

合成開口レーダ(SAR)手法による地下構造の解析例。層状の地下構造の
存在が鮮明にとらえられれた。 観測場所：雨の海、 キルヒクレータ (39.2N, 

5.6W）は直径 11 kmの大きさのクレーター。 	

観測線	
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月裏側の重力場の観測	

かぐやによりとらえられたアポロ盆地の鮮明な重力場 かぐや以前のアポロ盆地の重力場モデル (LP165P)	

Main Orbiter Earth 

Relay Satellite 

UDSC 

観測場所：アポロ盆地 月裏側の重力場観測手法	



月南極シャックルトンクレータの内部：地形カメラは、永久陰内を鮮明
に映し出したが、水氷と見られる高い反射率の場所は見られなかった	

左:　輝度強調前のシャックルトンクレータ（オルソデータから3次元化）。クレータ直径21km。
×印は、月の南極点	
右:　左の画像を輝度強調したもの。内部は斜面上部からの散乱光で照らされ、直径6．
6kmの同心円状の平底がみいだされた。	
（2007/11/19撮像）	
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地球	

©JAXA/SELENE	 ©JAXA/SELENE	



月から見た月食時の地球	
ダイアモンドリング	
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嫦娥1号，チャンドラヤーン1号との比較	

かぐや日本）	 嫦娥1号（中国）	 チャンドラヤーン1号	

　(インド）	

打上げ時質量	 2,885kg	 2,350kg  	 1,050kg 	

月周回軌道高
度	

100km	 200ｋｍ 	 100km 	

定常運用期間	 1年	 1年間 	 2年間 	

打上げ時期	 2007年9月	 2007年10月 	 2008年4月	

SELENE	 嫦娥1号	 チャンドラヤーン1号 	



これからの月探査	



将来の日本の有人月探査イメージ	

エネルギー技術	

建設技術	

ロボット技術	


